
皆さん、こんにちは。株式会社SHONAIの
山中といいます。

我々は、山形県の庄内という典型的な人口
減少が進む地方都市を拠点とし2014年8月に
資本金10万円で立ち上げ、「地方の希望であれ」
をビジョンとして掲げ、新しい経済を創って
いくことに取り組んできました。我々が次の
10年に挑んでいく、伸ばしていく３つの領域
が、観光と農業と人材。そして目指す先は、
ずばり世界です。

まず、観光。地方の資源を世界の観光市場
と繋ぐということをミッションにしています。
地方でのインバウンドの観光業は外貨獲得の
明確な道筋を示しています。市場は急成長を
続けており、山形庄内のような観光地として
知名度が低い場所でも外国人観光客が訪れて
います。このことからもわかるように、どの
地域でも観光業や宿泊業は事業のポテンシャ

ルが高いです。特に地方は観光ビジネスに乗
り出すべきと考えます。私たちは、2018年に、
田んぼのホテルとして、SUIDEN TERRASSE
というホテルを開業しました。当初、地元の
人たちからは、「こんな場所に田んぼをコンセ
プトにホテルを造って誰が来るのだ」と疑問
の声が上がりました。しかし、私たちは特に

「食」にこだわり、庄内でしか味わえない料理
を提供することで、他にはない唯一無二のサー
ビスを創造しました。その結果、年間約７万
人のお客様にご来訪いただいています。地方
の日常が都会や世界の非日常になりうる。つ
まり、その地方の日常をエンターテインメン
ト化するということはものすごい勝ち筋にな
るのです。食の「地産地消」というソフトコ
ンテンツを一番大事にしながら、現在、日本
エスコンさんとこのホテルを全国に10施設を
造ろうということで、候補地を続々と求めて
いる、そんな真っ最中です。

旅館・ホテルの再生にも取り組んでいます。
地方の旅館やホテルが経営に苦しむ要因の一
つとして、個人経営で運営されていることが
挙げられます。若い世代が個人経営の旅館や
ホテルで一生涯働き続けるという職場環境は、
なかなか受け入れられない現状があります。
一方で、星野リゾートやカトープレジャーが
注目を集める理由の一つに、ホテル業を志す
人々が北海道から沖縄まで、さまざまな地域
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でキャリアを積む機会が提供されている点が
挙げられます。私たちも、複数の運営物件を
持ちながら採用力やシステムの効率化を図る
ことで、こうした仕組みを構築する取り組み
を進めています。

続いて、農業。日本の農業を世界のグリー
ン市場と繋ぐことをテーマにおいています。

まず、皆さん、世界の人口は爆増していま
すよね。アジアもアフリカも米文化で、海外
需要が爆増し米が足りなくなる。日本ではこ
れまで減反政策が進められてきましたが、今
こそその生産力を活かして海外市場に目を向
けることで、大きな可能性が広がると考えて
います。適切な形で米を生産し、海外に輸出
することで、日本が世界有数の米輸出国とな
るチャンスが訪れているのではないでしょう
か。

一方、農業の担い手がいないという声を耳
にすることもありますが、現状をよく見ると、
違った側面が見えてきます。たとえば、上位
3.8％の農家が全体の売上の約60％を占めてお
り、売上が3,000万円以上の農家が増え続けて
いるというデータがあります。これは、農業
経営が安定している例と言えるでしょう。ま
た、担い手が減少することで土地が集約され、
これまでの個人経営では対応が難しくなり、
企業的な農業経営への移行が進む時代に差し
掛かっているのかもしれません。このような
変化を前向きに捉え、次のステージへ進む機
会とすることが大切だと感じています。

我々は、そういった背景をもとに、高単価

販売、低コスト栽培という２つの戦略を軸に
置いています。高単価販売のほうで言うと有
機食品です。有機食品市場は、需要に対して
供給が全く追いついていなくて、ニーズだけ
が伸び続けているという状況です。これから
有機食品は単価が高く利益率が高い農業にで
きる可能性があるということです。でも、今
の農家は「そんな単価で米を卸して、買う人
いるのですか」という方もいる、そこで我々
は、全量買い取りのサービスを提供していま
す。

また、有機農業における手間を軽減するた
め、全自動除草ロボットを開発しました。こ
のロボットは太陽光で動き、田植え後、田ん
ぼの中にぽんと置くだけで、初期除草を無人
で効率的に行います。さらに、コストパフォー
マンスにも優れており、多くの農家に導入し
やすい価格設定となっています。この技術革
新により、日本の農業における除草プロセス
に大きな変革をもたらす可能性があります。
既にベトナムでは我々のロボットで大規模な
有機化事業の実証実験も始まっている、そん
な状況です。

現在、日本は三大栄養素の窒素、リン酸、
カリの99.9％を海外から買っていて、相場の
上昇や円安の影響で非常に高騰しており、農
家が苦しんでいる状況です。海外から買わず
に国内の循環だけで農業をやる、それが一番
生産コストも安い。その為の循環型の資材の
開発・販売も行っています。さらに、水を張
らない米づくりや水田からのメタン発生の削
減などにも取り組んでいるところです。

続いて、人材。地場の企業へ経営人材を繋
ぐサービスです。近年、地方移住に興味を持
つ人々が増加しています。しかし、多くの場
合、最終的に移住には至りません。その最大
の理由として挙げられるのが、「魅力的な仕事
がない」という点です。単なるパートやアル
バイトではなく、人生を懸けて取り組む価値
のある仕事が不足している、と言われていま
す。果たして本当にそうでしょうか？私は地
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方での10年間の生活を通じて、「魅力的な仕事
は存在する」という結論に至りました。ただ
し、それを実現するには、地方企業の経営者
が意識と戦略を転換し、海外マーケットを見
据え、世界と競争していく必要があります。
興味深いのは、都市部で華やかに見えるＩＴ
ベンチャーの多くが、世界市場で勝つための
独自資源を持ち合わせていないという現実で
す。一方、地方には、世界で競争可能な独自
資源――たとえば、地域特有の食や農業、技
術、工芸、歴史、文化――が豊富に存在して
います。地方企業の経営者が「依存心」や「敗
北感」を克服し、自立した姿勢で世界市場に
挑むマインドを持つことができれば、地方か
ら新しい付加価値の高い仕事を次々と生み出
せるはずです。私たちが提案する「チイキズ
カン」は、こうした挑戦を後押しするための
サービスです。地方の可能性を解き放ち、魅
力的な仕事の創出を支援することで、地域社
会に新たな価値を生み出していきます。
「チイキズカン」は、地方×複業×年収1,000

万円以上相当の仕事のみを掲載した、かなり
エッジが効いたサービスです。地方で年収
1,000万円以上相当の仕事をつくる。その為の
戦略を考える経営人材を採用するための最初
のステップとして複業を利用するということ。
現在、登録者が約7,800名あり、ものすごい
キャリアの人たちと地方企業との間でマッチ
ングが出来てきています。

そして、我々は最終的には、これらの事業
で得た資金を使って、教育に向き合い、返還

不要の奨学金制度で誰でも海外留学ができ、
地方の子供たちが世界との接点を作っていけ
るようにもしたいと思っています。

最後になりますが、我々は社会を面白くし
たい。その為には自分自身が意識を変え戦略
を変え、自分自身で新たな価値をワクワクし
ながら生み出していく、そんなことが求めら
れています。人生の可能性は無限大です。で
も、時間には限りがある。今日一日を充実さ
せて生きていくことが必要だろうと私は思っ
ています。

どんな環境からでもチャレンジはできる、
ということを、メッセージとしてお伝えし、
終わりとさせていただきます。ありがとうご
ざいました。

質疑①：農家への発信はどのようにされてい
るのでしょうか。

我々のLINEには、いわゆる豪農というか、
企業として農業をされている約1,000人の方々
に登録いただいています。その中で、農家を
儲けさせる為に色々なサービスを提供してい
る会社だ、ということを理解してもらうこと
が重要で、有機農業の話は嫌でも、マイコス
米には興味があったり、農薬の値段が高いか
らアイガモロボに興味があるとか、米を売っ
てくれるのだったら助かるとか、サービスを
提供することで信用を得、その積み重ねが農
業界における我々の発信力に繋がっていると
思います。

質疑②：事業資金の調達について、どのよう
にしてクリアーして来られましたか。

現在、資金の出し手は投資先を積極的に探
しているため、適切な準備と姿勢があれば資
金調達の可能性は十分にあります。投資家が
注目するポイントは、企業がその理念をしっ
かりと維持し、社会や市場の変化に柔軟に適
応して成長を続けられるかどうかです。また、
事業計画を合理的かつ説得力を持って説明で
きる力や、事業に取り組む覚悟が問われます。
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融資と投資には大きな違いがあります。融
資は返済がゴールであるのに対し、投資は企
業の成長がゴールです。この点を理解し、自
社の成長ビジョンを明確に示すことが重要だ
と考えています。
     
質疑③：今後自治体はどのような役割を担っ

ていけばいいと思われていますか。
これからの自治体には、経営マインドを持っ

た首長や議員、職員が必要だと考えます。地
域の可能性を最大限に引き出し、自ら収益を
生み出す仕組みを作れる自治体は、これから
さらに発展していくでしょう。

また、地域の中で将来性のある企業やプロ
ジェクトに対して、積極的に支援する姿勢が
重要です。特定の企業や分野を重点的に応援
し、地域の強みとして伸ばしていくことで、
全体の活性化につながると考えます。公平性
に捉われず、戦略的な選択と支援が自治体の
価値をさらに高める鍵になると思います。

質疑④：若者が少なくなる地方で、女性と高
齢者の活用についてどうお考えで
しょうか。

まず、高い生産性を生むような若い世代を
どう呼び込むか、その若い世代がその地域の
会社や地域を、人がいなくても仕組みとして
経営していける戦略をどう描けるかという、
この考え方こそが一番大事だと思います。高
度人材として高齢者の知見を活用していくこ
とも必要だと思いますね。
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